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県
商
工
会
連
合
会
は
二
月
二
十
二
日
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
講
師
に
石
井
隆
一
県
知
事
、
黒
田
輝
夫

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
長
を
迎
え
、
富
山
県
下
商
工
会
の
役
員
等
約
百
三
十
名
の
出
席
の
も
と「
商
工
会
役
員

等
研
修
会
」を
開
催
し
た
。

商
工
会
役
員
研
修
会
開
催
さ
れ
る

２～３　平成 24 年度　県の商工関係予算
４　同友会、青年部、女性部研修会
５　元気な商工会地域づくり支援事業、トラッ

クマーケット
６　経営のお得なお話、経営安定特別相談室、

販売促進策
７　月刊商工会
８　技能検定のお知らせ、各地のイベント 4 月

商工
春
秋
最
近
日
本
の
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
界

が
熱
い
。
テ
ニ
ス
で
は
全

豪
で
男
子
八
十
年
ぶ
り
の
八
強
入

り
を
果
た
し
た
。
プ
ロ
野
球
で
は

日
本
球
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
呼
び

声
高
い
投
手
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

に
移
籍
す
る
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
は
各
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
サ
ッ

カ
ー
選
手
が
多
数
在
籍
し
て
い
る
。

こ
の
様
に
大
勢
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

が
活
躍
の
場
を
海
外
に
求
め
て
い

る
が
、
そ
こ
に
は
『
挑
戦
』
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
共
通
す
る
。
彼

ら
は
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
環
境
に

身
を
置
き
自
身
の
実
力
を
磨
い
て

い
る
▼
企
業
で
も
販
路
拡
大
に
向

け
て
の
海
外
進
出
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
国
内
市
場
の
閉
塞
感
が

否
め
な
い
中
、
新
興
国
の
成
長
力

に
魅
力
を
感
じ
る
の
は
当
然
と
言

え
る
。
但
し
中
小
企
業
で
は
「
試

し
に
進
出
し
て
み
た
が
や
っ
ぱ
り

駄
目
だ
っ
た
」
で
は
許
さ
れ
な
い
。

事
前
準
備
と
し
て
、
進
出
す
る
国

の
情
勢
や
各
種
規
制
、
現
地
住
人

の
性
格
ま
で
も
加
味
し
て
経
営
計

画
を
練
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

更
に
は
不
測
事
態
に
お
け
る
リ
ス

ク
管
理
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
相
応
の
労
力
と
迅
速
な
意
思

決
定
を
要
す
る
▼
そ
れ
で
も
『
挑

戦
』
で
き
る
企
業
が
そ
の
先
の
成

功
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
商
工
会
で
は
海

外
進
出
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
る
。

　

二
月
十
七
日
に
平
成

二
十
四
年
度
県
予
算
が
発

表
さ
れ
、
県
商
工
会
連
合

会
が
要
望
し
て
い
た
補
助

金
関
係
や
商
工
関
係
予
算

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

研
修
会
の
中
で
石
井
県
知

事
は
、
新
年
度
予
算
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
「
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
勝
ち
抜
く
環
日

本
海
・
ア
ジ
ア
戦
略
、
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
活
力
創
造
戦

略
な
ど
を
重
点
戦
略
と
し

て
①
経
済
・
雇
用
対
策
②

陸
・
海
・
空
の
交
通
基
盤

の
整
備
③
防
災
・
減
災
対

策
の
推
進
等
の
三
本
柱
で

人
が
輝
く
元
気
と
や
ま
を

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。（
予
算
関
連
記
事

は
Ｐ
二
～
三
）

　

一
方
、黒
田
会
長
は
「
こ

れ
か
ら
の
内
需
の
争
い
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
商
業
の
対

決
で
あ
り
、
そ
の
中
で
日
本
の
商
業

が
生
き
残
り
を
図
る
に
は
、
企
業
自

ら
が
企
画
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
る

こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
街
づ
く
り
を

行
う
に
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

持
っ
た
人
材
が
ぶ
れ
ず
に
果
敢
に
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
石
井
知
事
、
黒

田
会
長
を
交
え
て
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
和
や
か
な
う
ち
に
懇
親
を
深
め

た
。
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平成２4年度　県 の 商 工 関 係 予 算
　平成２４年度の県一般会計予算が編成されました。そのうち、商工関係の主な事業予算は以下のとおりです。

＜新産業の創出＞

【新事業創出促進事業費】１７４，６２３円
（新）医薬工連携促進事業（５，０００ 千円）
　新たな医療・福祉・製薬機器等の開発のため、大学や医療現場のニーズと、県内ものづくり企業の技術シーズを調査、収集し、
マッチングを実施

（新）先端技術実用化支援事業（３５，０００千円）
　ものづくり研究開発センターの活用や大学等との連携により、先端技術の実用化、商品化に向けた困難な課題を解決する
研究開発を支援
　（限度額）５，０００千円／年　（研究期間）２年間

【技術立県推進事業費】６３，７２８円
（新）世界的ナノテク研究者交流事業（９，０００千円）
　国内外の研究者を交え、ナノテクノロジーコア技術の高度化や利活用を目指すための研究会やシンポジウムを開催

（新）高度ナノテク人材育成事業（２，０００千円）
　ものづくり研究開発センターの最先端設備を活用した長期間の技術講座を開催

（新）ナノテクものづくり基盤技術創成事業（１，５００千円）
　県内企業に展開できるナノテク研究開発を実施し、本県ものづくり企業のナノテクノロジーに関する技術の高度化・振興を図る。

＜中小企業の振興＞

【中小企業組織化対策費】１１０，４２７千円　　　　
（新）中小企業組合「ＢＣＰ（自然災害編）」普及促進事業（６，０００千円）
　協同組合に対しＢＣＰモデルを策定することにより、協同組合や組合企業へのＢＣＰ策定の浸透を図り、県内中小企業等の
事業継続体制を充実

【小規模企業対策事業費】１，３１６，５４８千円　　
（新）富山県商工会青年部・女性部連合会結成５０周年記念事業費補助金（１，０００千円）

【中小企業制度融資資金】５７，５３１，０００千円
　円高の進行等による産業空洞化の懸念や依然として厳しい経済情勢に対応するため、新規融資枠７０６億円
（前年度比　＋１５億円）確保
●経済変動対策緊急融資、緊急経営改善資金（借換資金）（４２，２５７，０００千円）　
　（新規融資枠　緊急融資２８，０００，０００千円、借換資金１０，０００，０００千円）
　※取扱期間を平成25年３月31日まで１年間延長

（新）新成長産業育成支援資金（８６５，０００千円）（新規融資枠　２，０００，０００千円）
　※先端ものづくり分野（航空機、ロボット、次世代自動車、最先端IT）を融資対象に追加
　※融資利率　年１．３０％（最も低い金利）

【中小企業販路開拓総合支援事業】３９，１００千円
（新）首都圏販路開拓支援事業（１１，９００千円）
　首都圏の発注企業と県内受注企業とのマッチングの機会を設け、首都圏への一層の販路開拓を支援

（新）販路開拓ステップアップ事業（１７，２００千円）
　「販路開拓サポーター」を設置し、マーケティング等の課題解決に必要な総合的支援を提案・実施

＜商業・サービス業の振興＞

【中小商業支援事業費】１０２，９２０千円　　　　　
（新）ネットビジネス参入促進事業（９，８３０千円）
　インターネットモールでの販売企画展『とやまWEB商店街』の開催、ネットビジネスセミナーの実施などネットビジネスへの参入を支援

（新）商店街繁盛店づくりモデル事業（９，５６４千円）
　商店街の集客の核となる魅力ある店舗づくりに必要な知識・技能の習得のため、各店舗での臨店研修や商店街の全体研修を実施

（新）まちの逸品ブラッシュアップ事業（１６，０００千円）
　専門家のアドバイスやデザイン開発によるお土産品のブラッシュアップを実施し、女性が好むお土産作りを支援

（新）まち歩きモデルコース設定事業（１２，１５２千円）
　商店街のお店等をまわる「まち歩きチケット」の作成等により、まちなかで楽しむモデルコースを設定

＜雇用の確保と人材の育成＞

【若年者就業支援事業費】
●県内企業人材養成モデル推進事業（１４６，３００千円）
　新規学卒未内定者を雇用する企業に委託して新規採用職員の人材養成モデルの検証及び活用促進

【中高年齢者雇用対策費】２４，４２３千円
（新）とやまシニア専門人材バンク事業（９，７００千円）
　就労を希望する専門的知識・技術等を有する高齢者を登録する人材バンクを設置し、高齢者の就業の促進と県内企業の
人材の確保を総合的に支援

【人材確保対策事業費】２４０，１６０千円
（新）外国人留学生人材活用促進事業（５，０００千円）
　高度な知識や技術を有する県内大学等の外国人留学生の県内就職を促進し、県内企業等の人材確保を支援

【緊急雇用創出基金事業費】２，２５５，４６０千円
　「富山県緊急雇用創出臨時特例基金」を活用し、成長が期待される重点分野における雇用機会の創出や地域ニーズに応じた
人材育成等を行う「重点分野雇用創造事業」を実施

【公共職業訓練費】６１５，６２３千円
（新）グローバル人材育成支援事業（１４，８１０千円）
　企業の在職者や離職者に対し、職業訓練を実施することにより、グローバル化に対応できる人材を育成

●能力開発セミナー費（１３，１６９千円）
　企業の人材育成ニーズに応じた在職者訓練の実施（レディメイド・オーダーメイド）

【魅力ある技能社会推進事業費】１８，８０４千円
●テクニカル・エンジニア育成塾事業（１，９９４千円）
　設計部門（技術者）と製造部門（技能者）との調整を担うテクニカル・エンジニアを育成

●若手技能者“やる気塾”創生事業（１，０００千円）
　若手技能者の仕事に対する“やる気”を引き出す研修会を開催

●とやま技能継承塾事業（２，６９５千円）
　とやまの名匠等が企業の若手・中堅技能者に実技指導を実施（スタンダードコース・ハイレベルコース）
　
【外国人研修生受入支援事業】１，５３４千円
　企業が実施する実務研修を円滑に進めるため、県内の中小企業が受入れた外国人研修生に対し、座学研修を実施

（新）２4年度新たに
　　取り組むもの
 ● 継続的に実施
　　するもの



平成 24 年 3 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.441 昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

3

平成２4年度　県 の 商 工 関 係 予 算
　平成２４年度の県一般会計予算が編成されました。そのうち、商工関係の主な事業予算は以下のとおりです。

＜新産業の創出＞

【新事業創出促進事業費】１７４，６２３円
（新）医薬工連携促進事業（５，０００ 千円）
　新たな医療・福祉・製薬機器等の開発のため、大学や医療現場のニーズと、県内ものづくり企業の技術シーズを調査、収集し、
マッチングを実施

（新）先端技術実用化支援事業（３５，０００千円）
　ものづくり研究開発センターの活用や大学等との連携により、先端技術の実用化、商品化に向けた困難な課題を解決する
研究開発を支援
　（限度額）５，０００千円／年　（研究期間）２年間

【技術立県推進事業費】６３，７２８円
（新）世界的ナノテク研究者交流事業（９，０００千円）
　国内外の研究者を交え、ナノテクノロジーコア技術の高度化や利活用を目指すための研究会やシンポジウムを開催

（新）高度ナノテク人材育成事業（２，０００千円）
　ものづくり研究開発センターの最先端設備を活用した長期間の技術講座を開催

（新）ナノテクものづくり基盤技術創成事業（１，５００千円）
　県内企業に展開できるナノテク研究開発を実施し、本県ものづくり企業のナノテクノロジーに関する技術の高度化・振興を図る。

＜中小企業の振興＞

【中小企業組織化対策費】１１０，４２７千円　　　　
（新）中小企業組合「ＢＣＰ（自然災害編）」普及促進事業（６，０００千円）
　協同組合に対しＢＣＰモデルを策定することにより、協同組合や組合企業へのＢＣＰ策定の浸透を図り、県内中小企業等の
事業継続体制を充実

【小規模企業対策事業費】１，３１６，５４８千円　　
（新）富山県商工会青年部・女性部連合会結成５０周年記念事業費補助金（１，０００千円）

【中小企業制度融資資金】５７，５３１，０００千円
　円高の進行等による産業空洞化の懸念や依然として厳しい経済情勢に対応するため、新規融資枠７０６億円
（前年度比　＋１５億円）確保
●経済変動対策緊急融資、緊急経営改善資金（借換資金）（４２，２５７，０００千円）　
　（新規融資枠　緊急融資２８，０００，０００千円、借換資金１０，０００，０００千円）
　※取扱期間を平成25年３月31日まで１年間延長

（新）新成長産業育成支援資金（８６５，０００千円）（新規融資枠　２，０００，０００千円）
　※先端ものづくり分野（航空機、ロボット、次世代自動車、最先端IT）を融資対象に追加
　※融資利率　年１．３０％（最も低い金利）

【中小企業販路開拓総合支援事業】３９，１００千円
（新）首都圏販路開拓支援事業（１１，９００千円）
　首都圏の発注企業と県内受注企業とのマッチングの機会を設け、首都圏への一層の販路開拓を支援

（新）販路開拓ステップアップ事業（１７，２００千円）
　「販路開拓サポーター」を設置し、マーケティング等の課題解決に必要な総合的支援を提案・実施

＜商業・サービス業の振興＞

【中小商業支援事業費】１０２，９２０千円　　　　　
（新）ネットビジネス参入促進事業（９，８３０千円）
　インターネットモールでの販売企画展『とやまWEB商店街』の開催、ネットビジネスセミナーの実施などネットビジネスへの参入を支援

（新）商店街繁盛店づくりモデル事業（９，５６４千円）
　商店街の集客の核となる魅力ある店舗づくりに必要な知識・技能の習得のため、各店舗での臨店研修や商店街の全体研修を実施

（新）まちの逸品ブラッシュアップ事業（１６，０００千円）
　専門家のアドバイスやデザイン開発によるお土産品のブラッシュアップを実施し、女性が好むお土産作りを支援

（新）まち歩きモデルコース設定事業（１２，１５２千円）
　商店街のお店等をまわる「まち歩きチケット」の作成等により、まちなかで楽しむモデルコースを設定

＜雇用の確保と人材の育成＞

【若年者就業支援事業費】
●県内企業人材養成モデル推進事業（１４６，３００千円）
　新規学卒未内定者を雇用する企業に委託して新規採用職員の人材養成モデルの検証及び活用促進

【中高年齢者雇用対策費】２４，４２３千円
（新）とやまシニア専門人材バンク事業（９，７００千円）
　就労を希望する専門的知識・技術等を有する高齢者を登録する人材バンクを設置し、高齢者の就業の促進と県内企業の
人材の確保を総合的に支援

【人材確保対策事業費】２４０，１６０千円
（新）外国人留学生人材活用促進事業（５，０００千円）
　高度な知識や技術を有する県内大学等の外国人留学生の県内就職を促進し、県内企業等の人材確保を支援

【緊急雇用創出基金事業費】２，２５５，４６０千円
　「富山県緊急雇用創出臨時特例基金」を活用し、成長が期待される重点分野における雇用機会の創出や地域ニーズに応じた
人材育成等を行う「重点分野雇用創造事業」を実施

【公共職業訓練費】６１５，６２３千円
（新）グローバル人材育成支援事業（１４，８１０千円）
　企業の在職者や離職者に対し、職業訓練を実施することにより、グローバル化に対応できる人材を育成

●能力開発セミナー費（１３，１６９千円）
　企業の人材育成ニーズに応じた在職者訓練の実施（レディメイド・オーダーメイド）

【魅力ある技能社会推進事業費】１８，８０４千円
●テクニカル・エンジニア育成塾事業（１，９９４千円）
　設計部門（技術者）と製造部門（技能者）との調整を担うテクニカル・エンジニアを育成

●若手技能者“やる気塾”創生事業（１，０００千円）
　若手技能者の仕事に対する“やる気”を引き出す研修会を開催

●とやま技能継承塾事業（２，６９５千円）
　とやまの名匠等が企業の若手・中堅技能者に実技指導を実施（スタンダードコース・ハイレベルコース）
　
【外国人研修生受入支援事業】１，５３４千円
　企業が実施する実務研修を円滑に進めるため、県内の中小企業が受入れた外国人研修生に対し、座学研修を実施

（新）２4年度新たに
　　取り組むもの
 ● 継続的に実施
　　するもの
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女性部ゼミナール

　

富
山
県 

立
山
博
物
館
の
米
原
寛
館

長
か
ら
「
立
山
信
仰
と
越
中
売
薬
の

こ
こ
ろ
と
知
恵｣

と
い
う
テ
ー
マ
で

実
施
。
昨
年
十
月
に
開
催
し
た
商
工

会
女
性
部
全
国
大
会
ｉ
ｎ
と
や
ま
に

お
い
て
大
会
運
営
の
た
め
、
拝
聴
で

き
な
か
っ
た
富
山
県
の
女
性
部
員
向

け
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
同
一
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
た
。

　

米
原
館
長
は
、「
富
山
の
売
薬
の
先

用
後
利
は
、
売
薬
人
と
得
意
先
と
の

信
用
と
信
頼
関
係
に
よ
る
一
体
的
な
利
益
の
確
保
が
根
底
に
あ
る
。
越

中
売
薬
は
品
と
格
を
確
立
し
、
文
化
力
を
確
立
す
る
こ
と
を
実
行
し
て

き
た
。
ま
た
、
越
中
売
薬
は
、
現
在
の
自
分
を
自
覚
し
、
未
来
へ
と
活

か
す
べ
く
初
心
を
忘
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
を
旨
と
し
、
個
々
の
理

念
を
確
立
研
鑽
し
て
き
た
。
現
在
の
商
売
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
説
明
さ
れ
、
女
性
部
員
の
共
感
を
得
て
い
た
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

菓
子
田
圭
子

氏
を
迎
え
「
お
客
様
の
心
を
動
か
す

外
見
力
～
あ
な
た
は
こ
う
見
ら
れ
て

い
る
、
こ
う
変
わ
れ
る
～
」
と
題
し

て
の
講
演
が
あ
っ
た
。
ま
た
七
～
八

名
を
一
グ
ル
ー
プ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
営
業
で
成
功
す
る
提
案

要
素
、
提
案
か
ら
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
部
員

同
士
意
見
を
出
し
合
っ
た
。ま
た
菓
子
田
氏
は
、「
人
を
動
か
す
た
め
に
は
、

感
情
に
始
ま
り
感
情
で
終
わ
る
！
」
と
話
し
た
。

講演される森市長

売薬と立山信仰に聞きいる女性部員

  
商
工
同
友
会
セ
ミ
ナ
ー

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
走
る
ま
ち
富
山
市
の
「
公

共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
学
ぶ
！

　

冒
頭
に
、
県
商
工
同
友
会
道
古

伸
夫
会
長
が
「
中
小
企
業
に
と
っ

て
苦
し
い
時
代
だ
が
学
ぶ
姿
勢
を

大
切
に
し
た
い
」
と
開
会
の
挨
拶

を
行
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
㈱
美
徳
の
代
表

取
締
役
大
徳
直
美
氏
よ
り
「
あ
な

た
の
会
社
は
大
丈
夫
～
日
常
生
活
・

企
業
経
営
の
護
身
術
を
探
る
～
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　

大
徳
氏
は
、
探
偵
歴
二
十
三
年

の
経
験
か
ら
現
代
社
会
に
潜
む

様
々
な
危
機
か
ら
日
常
生
活
を
守

る
知
恵
と
企
業
経
営
に
お
け
る
情

報
管
理
・
護
身
術
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
森
雅
志
富
山
市

長
を
講
師
に
迎
え
「
公
共
交
通
を

軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

た
。
森
市
長
は
「
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

を
中
心
と
し
た
公
共
交
通
を
活
性

化
さ
せ
、そ
の
沿
線
に
居
住
、商
業
、

業
務
、
文
化
等
の
都
市
の
諸
機
能

を
集
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
公
共
交

通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
」
と
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
、
富
山

市
北
商
工
会
田
畑
宏
継
会
長
を
来

賓
に
迎
え
、
会
員
間
に
よ
る
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
同
友
会
活
動

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

県
商
工
同
友
会
は
二
月
十
六
日
、富
山
市
の「
富
山
観
光
ホ
テ
ル
」に
お
い
て「
商

工
同
友
会
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
県
下
商
工
同
友
会
よ
り
会
員
等
約
八
十
名
が

参
加
し
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏
野
麗
子
会
長
）
は
二
月
十
三
日
、
県
中

小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県
下
商
工
会
の
女
性
部
員
約
六
十
名
が

参
加
し
、
女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
た
。

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
林
　
紀
孝
会
長
）
は
二
月
二
十
三
日
、
県

中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
青
年
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開
催
し
、

県
下
商
工
会
の
青
年
部
員
約
六
十
名
が
参
加
し
た
。

青年部ゼミナール



平成 24 年 3 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.441 昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

5

　

南
砺
市
商
工
会
青
年
部
（
部
長
柴
田

昌
尚
）
は
、
地
域
住
民
が
日
常
生
活
で

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
際
に
、
ど
こ
の

事
業
者
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
と
き
、
安
全
で
安
心
で
き
る
店
舗
、

事
業
所
を
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
紹
介
す

る
「
事
業
所
紹
介
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
シ

ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
買
い
物
弱
者
の
詐
欺
商

法
等
へ
の
不
安
解
消
、
適
格
な
サ
ー
ビ

ス
の
享
受
、
青
年
部
員
同
士
が
各
々
の

事
業
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

地
元
を
よ
く
知
る
青
年
部
が
、
信
頼

で
き
る
地
元
事
業
所
や
店
舗
を
心
を
こ

め
て
紹
介
。
紹
介
を
受
け
た
事
業
所
は
、

相
談
や
仕
事
の
契
約
、
施
工
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
支
払
い
な
ど
、
全
て
事
業

所
の
責
任
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
す

る
。

　

七
月
よ
り
登
録
事
業
所
向
け
に
説
明

会
を
行
い
、
現
在
も
継
続
的
に
登
録
事

業
所
の
募
集
、
運
営
方
法
の
調
査
・
検
討
・

構
築
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
問
合
せ
電
話
の
設
置
や
登

録
事
業
所
向
け
の
運
営
面
で
の
説
明
会
、

市
民
向
け
の
事
業
開
始
の
広
告
作
成
を

予
定
し
て
い
る
。

　

南
砺
市
商
工

会
青
年
部
利
賀

村
支
部
（
支
部

長
城
岸　

栄
）

は
、
利
賀
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
体
験
を

ベ
ー
ス
に
住
民

と
の
交
流
に
よ

る
誘
客
活
動
を

行
う
事
業
を
実

施
し
た
。
地
域

の
自
然
資
源
を

活
用
し
た
森
林

浴
や
、
農
作
業

体
験
の
魅
力
を

多
様
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
都
会
の
人
に
情
報
発
信
し
、

実
際
に
利
賀
で
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
企
画

し
た
。
九
月
上
旬
に
都
会
の
若
者
を
中
心
に
草
刈
り
や

赤
カ
ブ
の
植
え
付
け
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
ま
た
十
一

月
上
旬
に
は
、
収
穫
作
業
や
な
め
こ
の
菌
を
ホ
ダ
木
に

植
え
付
け
る
作
業
、
畑
で
と
っ
て
き
た
作
物
を
そ
の
場

で
漬
け
も
の
に
す
る
作
業
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
実
際
の
農
作
業
体

験
な
ど
の
様
子
を
広
く
発
信
し
た
。

　

今
後
も
、
都
会
の
人
に
自
然
、
食
文
化
、
伝
統
や
癒

し
の
あ
る
農
村
空
間
の
魅
力
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

で
発
信
し
、
質
の
高
い
誘
客
活
動
を
実
践
し
て
い
く
。

交流体験の様子

南
砺
市
商
工
会
青
年
部

南
砺
市
商
工
会
青
年
部  

利
賀
村
支
部

被災地商品販売全国キャラバン隊
　

二
月
十
七
日
（
金
）
東
北
六
県
と
茨

城
県
の
特
産
品
を
満
載
し
た
キ
ャ
ラ
バ

ン
ト
ラ
ッ
ク
が
井
波
木
彫
り
の
里
創
遊

館
を
訪
れ
た
。
宮
城
の
甘
っ
た
れ
う
ど

ん
や
牛
タ
ン
カ
レ
ー
、
福
島
の
喜
多
方

ラ
ー
メ
ン
、
岩
手
の
名
物
製
菓
か
も
め

の
玉
子
等
伝
統
の
味
か
ら
ご
当
地
グ
ル

メ
ま
で
、
大
雪
の
中
、
個
性
あ
ふ
れ
る

特
産
品
を
求
め
る
た
く
さ
ん
の
買
い
物

客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
南
砺
市
商
工
会
の

広
報
活
動
や
会
場
運
営
が
功
を
奏
し
て

終
了
時
に
は
ほ
ぼ
完
売
と
な
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
の
中
小
企
業

者
の
商
品
の
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
た

め
、
全
国
商
工
会
連
合
会
が
主
催
と
な

り
「
復
興
応
援
ト
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉ

ｎ
道
の
駅
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
が
埼

玉
県
を
か
わ
き
り
に
、
全
国
の
道
の
駅

を
中
心
に
三
月
十
一
日
の
長
崎
県
ま
で

二
十
八
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
る
。

井波木彫りの里にて
　トラックマーケット
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企
業
名　

㈱
ス
ズ
ニ
ッ
ト

所
在
地　

南
砺
市
野
尻

代
表
者　

川
辺　

清
志

業　

種　

ニ
ッ
ト
製
造
業

　

ニ
ッ
ト
製
品
の
開
発
・
製
造
を
手

掛
け
る
当
社
は
、
需
要
の
低
迷
等
に

よ
る
売
上
減
少
を
打
破
す
べ
く
、
新

た
な
市
場
と
し
て
医
療
・
介
護
・
福

祉
向
け
の
分
野
に
注
目
し
、
新
商
品

を
投
入
し
て
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

と
独
自
の
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
し
て
、
皮
膚
疾
患
や
乾
燥

肌
で
皮
膚
の
保
護
機
能
が
低
下
し
て

い
る
方
な
ど
、
敏
感
肌
の
方
に
も
安

心
し
て
着
用
で
き
る
よ
う
、
肌
触
り

が
良
く
縫
い
目
が
無
い
ニ
ッ
ト
商
品

（
帽
子
・
タ
イ
ツ
等
）
を
開
発
し
た
。

本
商
品
は
当
社
が
長
年
培
っ
て
き
た

編
機
の
微
細
な
調
整
技
術
に
よ
り
実

現
で
き
た
も
の
で
、
そ
の
独
自
性
が

認
め
ら
れ
、
経
営
革
新
計
画
の
認
定

を
受
け
た
。

　

認
定
に
よ
り
得
ら
れ
た
低
利
融
資

制
度
を
活
用
し
、
量
産
設
備
を
整
え

た
も
の
の
、
新
規
市
場
と
し
た
医
療

分
野
へ
の
進
出
の
足
掛
か
り
が
見
え

ず
、
改
め
て
地
元
商
工
会
へ
相
談
に

出
向
い
た
。

　

商
工
会
や
専
門
家
の
助
言
に
よ

り
、
ま
ず
は
市
場
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
、
近
隣
の
医
療
機
関
に
て
モ

ニ
タ
ー
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
肌

触
り
や
フ
ィ
ッ
ト
感
、
保
温
性
な
ど

で
高
評
価
を
得
た
。
更
に
は
具
体
的

な
販
促
内
容
や
売
上
目
標
な
ど
の
事

業
計
画
を
策
定
し
た
。
併
せ
て
、ニ
ッ

ト
製
品
が
南
砺
市
の
地
域
資
源
と
し

て
県
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
が
実
施
す
る
「
地
域
産
業
資

源
活
用
事
業
」
に
申
請
し
た
。
認
定

さ
れ
れ
ば
、
試
作
品
開
発
や
商
品
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
係
る
費
用
の
一
部
の
補

助
、
専
門
家
に
よ
る
助
言
・
指
導
や

販
路
開
拓
の
支
援
等
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
審
査
の
結
果
、
新
規
性

や
機
能
性
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
認
定

を
受
け
た
。

　

今
後
は
、
商
品
の
改
良
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
販
売
網
の
確
立
、
各
種
展
示

会
へ
の
出
展
、
カ
タ
ロ
グ
作
成
な
ど

の
事
業
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
実
施
し
、

計
画
遂
行
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

天
候
が
悪
い
と
客
足
が
鈍
く
な
る
。

天
候
に
悩
ま
さ
れ
る
お
店
は
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
悪
天
候
を
利

用
し
た
販
売
促
進
策
を
今
月
は
紹
介
し

た
い
。

　

雨
の
日
は
百
円
値
引
き
！
と
い
っ
た

雨
の
日
限
定
の
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
、
い

わ
ゆ
る
「
雨
割
」
を
行
う
お
店
が
増
え

て
い
る
。
客
足
を
遠
の
け
る
雨
。
こ
の

雨
を
利
用
し
た
販
促
策
だ
。
主
に
梅
雨

時
期
に
多
く
見
ら
れ
る
販
促
策
だ
が
、

富
山
で
あ
れ
ば
積
雪
量
と
連
動
さ
せ
た

「
雪
割
」
も
面
白
い
。

　

事
業
者
に
と
っ
て
「
雨
割
」
の
良
い

 

経
営
安
定
特
別
相
談
室
　 

⑦

飲
食
店
の
経
営
改
善
を
図
る
事
例

【
現
状
】

　

郊
外
型
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い

る
が
、
競
合
店
の
進
出
等
に
よ
っ
て
、

売
上
高
及
び
収
益
力
が
低
下
し
借
入
主

体
の
繰
り
回
し
状
況
に
陥
り
資
金
繰
り

が
悪
化
し
て
い
る
。

【
問
題
点
】

　

日
中
・
夜
共
に
来
客
数
が
減
少
し
て

お
り
、
そ
の
原
因
究
明
と
対
策
が
早
期

に
求
め
ら
れ
、
経
営
者
自
身
が
問
題
認

識
を
深
め
る
こ
と
が
、
喫
緊
の
問
題
と

な
る
。

【
経
営
課
題
】

　

現
状
で
は
借
入
金
の
返
済
負
担
が
重

く
、
経
営
改
善
を
取
組
む
一
定
期
間
は
、

元
金
返
済
の
猶
予
を
申
込
み
、
そ
の
期

間
中
に
売
上
高
や
収
益
力
の
回
復
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
み
に
加
え
、
実
現

可
能
性
の
あ
る
計
画
立
案
が
で
き
る
か

が
課
題
と
な
る
。

【
提
案
・
支
援
事
項
】

　

専
門
家
か
ら
指
導
・
助
言
を
受
け
る

よ
う
提
案
。
専
門
家
か
ら
は
「
安
心
で

き
る
地
域
生
産
食
材
提
供
店
」
と
し
て
、

地
元
の
農
家
等
か
ら
新
鮮
な
食
材
を
仕

入
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
や
価
格
の

改
定
等
の
指
導
を
受
け
た
。

　

取
引
金
融
機
関
か
ら
は
、
日
常
的
・

継
続
的
な
取
引
関
係
を
踏
ま
え
「
実
現

性
の
高
い
抜
本
的
な
経
営
改
善
計
画
書
」

の
策
定
支
援
を
受
け
、
商
工
会
と
の
連

携
・
協
力
体
制
の
も
と
に
経
営
改
善
に

取
組
む
。
店
主
自
ら
顧
客
基
盤
の
維
持
・

拡
大
を
図
っ
て
、
収
益
力
や
財
務
の
健

全
性
向
上
に
向
け
、
主
体
的
に
意
欲
を

持
っ
て
取
組
む
よ
う
助
言
す
る
。

　
経
営
改
善
を
お
考
え
の
方
は
様
々
な
取

組
み
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

最
寄
り
の
商
工
会
又
は
県
商
工
会
連
合
会

の
窓
口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

所
は
小
額
で
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
点

で
あ
る
。
ま
た
、「
雨
が
降
っ
て
る
し
、

あ
の
お
店
に
行
っ
て
み
よ
う
！
」
と
、

消
費
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
点
も
良

い
。

　

こ
の
「
雨
割
」
情
報
を
提
供
す
る
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
〝
雨
割
〟
も
あ
る
。
雨
割

は
利
用
者
、
店
舗
経
営
者
と
も
に
無
償

で
利
用
で
き
る
。

　

過
去
の
天
候
は
簡
単
に
調
べ
る
事
が

で
き
る
。
自
社
の
売
上
動
向
と
天
候
に

関
係
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
天

候
を
味
方
に
つ
け
る
売
り
方
を
検
討
し

て
は
い
か
が
か
。

天
候
を
販
促
に
利
用
し
よ
う

広域指導課
年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
全
国
商
工
会
連
合
会
が
毎
月
発
刊

す
る
、
地
域
を
結
ぶ
総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工

会
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
を
抜
粋
し
ま
し
た
。

銘
石
「
庵
治
石
」
の

新
た
な
可
能
性
を
探
る

　

地
域
の
最
大
の
産
業
で
あ
る
石
材

業
界
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
香
川

県
高
松
市
牟
礼
庵
治
商
工
会
（
山
田

一
夫
会
長
）
は
、
石
の
特
性
を
生
か

し
た
新
商
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
な

ど
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
地
域
は
最
高
級
石
材
と
し
て

知
ら
れ
る
「
庵
治
石
」
の
産
地
だ
が
、

中
国
や
韓
国
な
ど
の
廉
価
な
石
材
が

普
及
し
、
石
材
業
界
は
厳
し
い
環
境

に
あ
る
。
そ
こ
で
、
商
工
会
で
は
、

庵
治
石
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
た

め
、
全
国
展
開
事
業
を
活
用
、
石

あ
か
り
や
コ
ー
ヒ
ー
豆
用
の
石
臼
な

ど
の
新
商
品
を
開
発
。
全
国
商
工
会

連
合
会
主
催
の
「
む
ら
お
こ
し
特
産

品
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー

豆
用
の
石
臼
が
中
小
企
業
長
官
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
庵
治
石
を
使
っ
た

新
た
な
商
品
が
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。

　

一
方
、
石
材
関
連
の
商
工
会
員
を

中
心
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
平

成
十
七
年
か
ら
源
平
合
戦
の
屋
島

の
戦
い
の
舞
台
と
な
っ
た
牟
礼
地

区
で
、
毎
年
、「
む
れ
源
平
石
あ
か

り
ロ
ー
ド
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
。

　

山
田
会
長
は
、「
展
示
会
な
ど
を

通
し
て
庵
治
石
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
庵
治
石
の
復
活
に
意
欲
を
示

す
。

　
ザ
・
仕
掛
人

　

石
川
県
白
山
商
工
会
　
　
　

　
経
営
指
導
員
　
川
元
　
浩

　

白
山
商
工
会
の
経
営
指
導
員
で
あ

る
川
元
浩
氏
は
、
日
本
三
名
山
の

一
つ
で
あ
る
白
山
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
観
光
事
業
に
意
欲
を
示
す
。
そ
の

一
つ
が
「
白
山
百
膳
」
で
、
白
山
の

清
流
が
も
た
ら
す
米
や
山
菜
、
堅
豆

腐
、
そ
ば
な
ど
の
山
の
食
材
を
活
用

し
た
御
膳
を
地
元
の
飲
食
店
や
旅
館

な
ど
で
提
供
、
観
光
客
や
消
費
の
拡

大
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

川
元
氏
は
経
営
指
導
員
と
し
て
、
企

画
か
ら
商
品
開
発
、
広
報
ま
で
関
わ

り
、
事
業
を
盛
り
上
げ
る
。
現
在
は

岐
阜
県
白
川
村
や
南
砺
市
五
箇
山
の

世
界
遺
産
エ
リ
ア
の
商
工
会
と
も
県

境
を
越
え
て
連
携
し
、
事
業
の
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。
白
山
商
工
会
エ
リ

ア
で
の
販
売
実
績
は
、
三
年
間
で
約

十
二
万
膳
を
提
供
、
売
上
総
額
は

二
億
円
に
達
す
る
な
ど
、「
予
想
を

上
回
る
成
果
を
上
げ
て
い
る
。」

　

川
元
指
導
員
は
、
昨
年
十
年
の
節

目
を
迎
え
た
。「
こ
の
事
業
を
通
じ

て
、
初
め
て
商
工
会
の
指
導
員
と
し

て
自
信
が
つ
い
た
気
が
し
ま
す
」
と

話
す
。
そ
し
て
、
次
の
十
年
に
向
け

て
の
思
い
を
語
る
。「
白
山
麓
エ
リ

ア
が
も
っ
と
白
く
山
ら
し
く
輝
い
て

い
け
る
よ
う
に
観
光
事
業
や
特
産

品
開
発
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
の

　

も
の
づ
く
り
百
景

　

三
重
県
の
み
つ
わ
ポ
ン
プ
製
作

所
（
小
林
幹
生
社
長
）
は
設
備
関
連
、

と
り
わ
け
環
境
関
連
の
ニ
ッ
チ
分
野

に
特
化
し
た
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
。
各

種
工
場
排
水
、
ご
み
処
理
、
産
業
廃

棄
物
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
ポ
ン
プ

製
造
・
販
売
を
通
じ
て
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る
環
境
公
害
分
野
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
各

種
プ
ラ
ン
ト
・
装
置
メ
ー
カ
ー
な
ど

広
範
な
得
意
先
を
有
し
て
お
り
、
長

期
に
わ
た
り
黒
字
決
算
を
継
続
し
て

い
た
が
、
み
つ
わ
ポ
ン
プ
製
作
所
に

と
っ
て
受
難
も
あ
っ
た
。
今
か
ら
十

年
前
の
平
成
十
四
年
の
決
算
で
初
め

て
四
千
万
円
の
赤
字
を
計
上
し
た
こ

と
が
あ
る
。
中
部
経
済
産
業
局
の

「
課
題
対
応
研
究
開
発
事
業
」
の
認

定
を
受
け
、
大
型
ポ
ン
プ
の
開
発
に

着
手
し
た
。
四
千
五
百
万
円
の
助
成

金
を
得
た
が
、
開
発
に
は
九
千
万
円

の
予
算
が
必
要
で
、
金
融
機
関
か
ら

五
千
万
円
の
借
金
を
し
た
。

　

小
林
社
長
は
当
時
を
振
り
返
り

「
開
発
、
営
業
ば
か
り
に
注
力
し
、

経
理
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
運

転
資
金
と
し
て
借
り
て
し
ま
っ
た
。」

と
い
う
。
短
期
返
済
で
「
翌
年
の
決

算
は
赤
字
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
」。

こ
れ
を
教
訓
に
猛
勉
強
し
、
そ
の
後

は
昨
年
の
決
算
ま
で
黒
字
決
算
を
維

持
し
て
い
る
。

　

現
在
、
中
国
、
タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア

諸
国
へ
の
販
路
拡
大
を
展
開
中
で
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
い
る
。

　
情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

役
場
内
に
「
出
張
商
工
会
」

を
開
設

　

福
岡
県
志
免
町
商
工
会
は
、
十
月

二
十
日
、
町
役
場
庁
舎
内
に
中
小
企

業
の
相
談
窓
口
と
し
て
「
出
張
商
工

会
」
を
開
設
し
た
。
毎
週
木
曜
日
十

～
十
三
時
の
三
時
間
、
商
工
会
の
経

営
指
導
員
二
名
を
常
駐
さ
せ
、
地
域

の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
相

談
に
応
じ
て
い
る
。

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資
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ふれあい青空市「やまだの案山子」

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

第15回つざわ桜まつり

城山公園お花見祭り

城端しだれ桜まつり

あさひ桜まつり

福岡さくらまつり

第24回ふちゅう曲水の宴

第19回ごんべ祭り

水橋ホタルイカ見学会

第９回獅子舞＆ヨサコイ競演会

倶利迦羅さん八重桜まつり

高岡といで菜の花フェスティバル

石動曳山祭

４月　土曜・日曜・祝日

４／１４（土）

４／１４（土）･２８（土）

４／１５（日）

4／15（日）

４／７（土）～１５（日）

４月中旬＜予定＞

４／１４（土）～１５（日）＜予定＞

４／１５（日）

４／１５（日）

４／17（火）

４／２８（土）

４／２８（土）～５／５（祝）

４／２９（祝）

４／２９（祝）

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

小矢部市商工会津沢支所

小矢部市商工会小矢部支所

南砺市商工会城端事務所

あさひ桜まつり実行委員会

さくらまつり実行委員会

ふちゅう曲水の宴実行委員会

ごんべ祭り実行委員会
（富山市南商工会大山支部センタ－）

富山市北商工会水橋支所

獅子舞競演会実行委員会（婦中町観光協会）

小矢部市商工会小矢部支所

高岡市商工会戸出支所

小矢部市商工会小矢部支所

076-457-2333

076-455-3181

076-454-5138

0766-61-2356

0766-67-0756

0763-62-2163

0765-83-2280

0766-64-3088

076-469-2496

076-483-1420

076-478-0247

076-465-2116
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イベント名 開 催 日 お問合せ先

4 月月各地の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
販
売
促
進
研
修
会
開
催

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
二
月
十
六
日
（
木
）
県
中
小
企
業

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
現
代
の
消
費
者
に
適
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
販
売
促
進
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

講
師
よ
り
「
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
で
変
わ
る
消
費
者
行

動
と
企
業
活
動
」
と
題
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

た
事
例
紹
介
や
、
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　

講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
し
た
方
の
約
九
割

が
参
考
に
な
っ
た
と
回
答
。
今
後
受
け
た
い
講
演
テ
ー
マ

で
は
、Ｉ
Ｔ
活
用
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
の
回
答
が
多
く
、

Ｉ
Ｔ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。こ
の
結
果
を
活
か
し
、

今
後
の
講
習
会
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

平成24年度前期技能検定
のお知らせ

　平成24年度の前期技能検定は、次の職種などにつ
いて実施されます。皆さんが日頃技能の練磨に努力さ
れた結果を計る絶好の機会です。あなたもチャレンジ
してみませんか。

◎検定職種
＜１級・２級・単一等級＞
造園、鋳造、金属熱処理、機械加工、放電加工、金
属プレス加工、鉄工、建築板金、めつき、アルミニ
ウム陽極酸化処理、仕上げ、ダイカスト、電子機器
組立て、産業車両整備、建設機械整備、家具製作、
建具製作、印刷、プラスチック成形、石材施工、とび、
左官、タイル張り、防水施工など

＜３級＞
園芸装飾、造園、金属熱処理、機械加工、建築板金、
仕上げ、機械保全、電子機器組立て

◎受検申請書の受付
　４月９日（月）から４月１８日（水）まで

◎お問い合わせ先
　富山県職業能力開発協会　☎076－432－9887

研修会の様子


